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通期業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成29年１月26日開催の取締役会において、以下のとおり、最近の業績の動向等を踏まえ、昨年

11月１日に開示した平成29年３月期（平成28年４月１日～平成29年３月31日）の業績予想および配当予

想を修正することとしましたので、お知らせいたします。 

 

１．当期の連結業績予想数値の修正（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

 連 結 売 上 高 連結営業利益 連結経常利益
親会社株主に帰属する 

当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り

連結当期純利益

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

7,900 

百万円

230

百万円

220

百万円 

120 

円 銭

0.90

今回修正予想（Ｂ） 7,200 △250 △260 △400 △3.01

増 減 額（Ｂ－Ａ） △700 △480 △480 △520  

増 減 率（ ％ ） △8.9 - - - 

（参考）前期連結実績 

（平成 28 年３月期） 
8,454 111 114 172 1.30

 

 

２．業績予想修正の理由 

当社の主力事業であります気象防災事業は、官公庁向け更新需要の端境期にあり、従来からの気象防

災関連機器事業、ＩＨＩ連携による水管理事業に加え、超高密度気象観測システム「ＰＯＴＥＫＡ」、新

型ゾンデ「ｉＭＳ－１００」等の新たなサービス、製品をもって、民間、海外への展開も重視した受注

活動を進めてきました。しかしながら、こうした活動により一部受注成果も出てきておりますが、競争

環境も激化していることから、計画していた受注金額を大きく下回る見込みとなりました。これにより、

売上高が前回予想値を下回る見込みとなったほか、売上減少に伴う利益減、年間操業時間の減少による

操業差損の発生、宇宙防衛事業の開発案件や火山観測関連工事等でのコスト増、過去の納入品での不具

合対策費用の発生などにより、営業利益、経常利益の見込みについても前回予想値を大きく下回ること

となりました。また、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、営業利益の悪化に加え、一部

繰延税金資産の取崩による税金費用の増加を織り込んだことにより、前回予想値に対して大幅に悪化す

る見通しとなりました。 

こうした状況を踏まえ、平成 28 年 11 月１日に公表いたしました平成 29 年３月期の連結業績予想を修

正いたします。 

 



 

  
 

 

 

３．配当予想の修正 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

前 回 発 表 予 想 ― ― ― １円 １円 

今 回 修 正 予 想 ― ― ― ０円 ０円 

当 期 実 績 ― ―    

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

（平成 28 年３月期） 
― ― ― １円 １円 

 

４．配当予想修正の理由 

当社は、株主の皆様への安定的な利益還元を最重要課題であると認識し、市場環境の変化に耐え得る

強靭な経営基盤の確立と財政基盤の強化を図りつつ、収益状況を勘案しながら利益配分をすることを基

本方針としております。しかしながら、先に述べた当期の業績予想を踏まえて、誠に遺憾ながら、期末

の剰余金の配当については、無配の予想とさせていただきます。 

 

【業績等の予想に関する留意事項】 

本資料における業績予想は、発表日時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の業績は

今後様々な要因によって業績予想と異なる場合があります。 

以 上 


